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少し遅くなりましたが、２年生の修学旅行について報告します

修学旅行テーマ：『天下の台所で笑いと食と思い出を』

行 程 宿泊地

1/２８ 学校⇒博多駅 ～（昼食）～ 新大阪駅⇒大阪市内自主研修⇒ホテル
（水） ※１・２組、３・４組、が別便で出発 ホテル モントレ

1/２９ ホテル⇒大阪城散策⇒ユニバーサルスタジオジャパン⇒夕食⇒ホテル ラ・スール大阪
（木） ※大阪城までは徒歩

（ 連 泊 ）
1/３０ ホテル⇒コース別企業見学⇒新大阪駅～（昼食）～ 博多駅⇒学校
（金） ※大村湾PAで解団式を実施

【前日】結団式
旅行前の最後の確認です。実行委員の生徒が仕切る中、各担当の先生方、添乗員さんから大切なお話があり

ました。私からも団長として、①先生方に聞かない、しおりをみて行動すること。②よりたくさんの「つくる」
と「まもる」を実践すること。③色に例えると「良いことは淡い美しい色」「悪いことは濃い色」、１つ悪いこ
とが起こると全部がその色に染まるから要注意、という話をしました。そして、最後に新幹線の乗り方練習を
行いました。
どんどん期待が高まり
ます。

【1日目】さぁ始まります。集合の様子もまずまずです。出発式を終えて、バスに乗り込み出発です。無事に
博多駅に到着し、１・２組は先に大阪に向かいます。ここでハプニング発生。３・４組が予定の新幹線に乗る
ことができませんでした。しかし、旅行会社の懸命の手配で別便の自由席に全員が乗り込み大阪を目指します。
当初の予定の３０分遅れ程度で到着できました。不安な思いをさせて申し訳ありませんでした。同着後は、全
ての生徒が元気に大阪の街に消えていきました。すれ違う生徒たちは、大阪を満喫しておりました。終了間際
に班員とはぐれたチームがありましたが、無事に全員時間内にホテルに到着できました。この夜は、みんな興
奮したのか、少し先生方を手こずらせたようでした・・・。

【２日目】昨夜、体調不良が心配される生徒が複数名いましたが、みんな元気に朝食会場へ集合できました。
少し騒がしく注意を受けましたが、元気に２日目が始まりました。まずは、徒歩で大阪城を目指します。散策
が終了した後、緊急集会が行われました。何と、大村の在校生が修学旅行の様子を見ることができるような出
来事が発生したのです。スマホを持ち込んでのSNSへの投稿です。あり得ません。ここで一度、みんなで反省
をしてUSJに向かいます。USJでは、たくさんの笑顔の生徒たちと遭遇することができました。

「プライオン 思いを力に！」



【３日目】昨日の反省から、今日は生徒の様子が違います。朝食の際も、早い班は６時半には集合していまし
た。今日は、「大阪ガス」「カップヌードルミュージアム」「ダスキンミュージアム」の３班に分かれて時間差
で出発します。集合時間も完璧で、ホテルへの忘れ物もなく出発することができました。そして、全員が同じ
新幹線に乗車して博多駅に到着し、大村へ向かいます。大村湾PAで解団式を行い、無事に学校へ到着しました。

【振り返り、改めて２年生の皆さんへ伝えたいこと】
３日間の修学旅行が無事に終了しました。結団式でも話しをしましたが、改めて六山にちなんで６つの項目

に分けて掲示します。

①３日間、寒さは厳しかったですが、天気には見放されることなく活動することができました。皆さんの日頃
の行いの成果なのか運の強さなのかは分かりませんが、このことに感謝します。

②インフルエンザを克服できた。また、期間中、体調不良が心配される人がいましたが、無事にクリアするこ
とができました。一人一人の節制力と周囲のサポート力に感謝します。

③期間中、一人一人のよさと笑顔をたくさん見ることができました。班長をはじめとするリーダーの推進力と
サポート力に感謝します。また、今後に期待します。

④課題も見えた。自分勝手、人任せ、人頼みがあった。班の約半分が班活動を完全に実行できていない実態も
あった。足りなかったのは、考える力。特には想像力、判断力、対応力を今後は鍛えてほしい。

⑤今後お願いしたいこと。旅行中の「つくる」と「まもる」が、自分がどうだったのかしっかりと振り返って
ほしい。そして、一人一人がみつけた課題を改善して、今後の公の場での生き方や学校生活に生かしていっ
てほしい。

⑥先生方のサポートも見事であった。毎日、日付が変わるまで綿密な打ち合わせを行っていた。改めて、先生
方と力を合わせて、学年をさらにいい集団となるようにつくっていってほしい。

失敗や間違いがあった修学旅行だったけれど、後半の改善にみんなで向かおうとする行動力は、とても素晴
らしかったと思います。私も、皆さんと行動を共にすることができて、たくさんの笑顔と一人一人のよさに出
会うことができてとても幸せな３日間でした。大変お世話になりました。ありがとうございました。

【保護者の皆様へ】
もうすでに、お子様の土産話の中や学校からの文書等の中でご承知のことだと思います。
今回、旅行の初日にあり得ないトラブルが発生しました。３・４組が乗車するはずだった、行きの便である

新幹線：さくら５４８号に乗車することができませんでした。乗車券の紛失でした。急遽、旅行会社の取り計
らいで後発便の自由席を利用して全員が無事に新大阪駅に到着することができました。
本来であれば、この時点で保護者の皆様にお伝えするべきでしたが、校長判断として、次の３点の理由から

お伝えすることをしませんでした。①連絡を取り合う中で、全員が無事に乗車することができ、時間的にも３
０分程度の遅れでプログラムにも大きな変更が生じなかった。②生徒たちには、自由席のために他のお客様に
はさまれて昼食を食べることができなかったなど不安や不便な思いをさせましたが、全員が安全面で無事であ
った。③下手に知らせることにより余計な心配をかけたくなかった。その日の班長会で、生徒にもお詫びをし
ましたが、生徒たちはこのトラブルも楽しむようなようすだったために安心をしたところです。関係生徒の保
護者の皆様には、旅行会社からもお詫びの文書と保証金の支払い手続き等の連絡が終了しております。
改めて、この紙面を通じて、校長としてお詫びを申し上げます。誠に申し訳ありませんでした。


